
 

 

 

 

 

患者紹介に関しまして、ご不明な点がございましたら地域連携室までご連絡下さい 

  TEL.0868-21-8111 FAX.0868-21-8201 〒708-0841 岡山県津山市川崎 1756 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メディネット 
Vol.240 

  淡路花さじきのコスモスとサルビア（兵庫県淡路市）                 撮影 徳田名誉院長 
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NICU（新生児集中治療室）/GCU（新生児回復室）の改築/新築が完了し運用

開始しています。NICU で集中的に治療し、状態が安定すると引き続きケアを受

ける GCU に入室し、さらに安定すれば母親の元（母児同室）に帰ります。以前は

NICU6 床で運用しており、多いときには短期間 10 名以上が入室していたことも

ありましたが、このたび NICU4 床、GCU4 床と増床でき以前に比べると多少運

用が楽になっております。 

 近年、分娩施設の減少が進み「お産難民」が危惧されています。津山・真庭地

区も分娩施設が減少し、津山・英田地区では病院 1 施設、医院 2 施設、助産院 1

施設、真庭地区では病院 1 施設でしかお産ができなくなっております。妊娠分娩

中に発生する異常に対応すべく周産期母子医療センターが県内に 6 施設（岡山医

療センター、岡山大学病院、倉敷中央病院、川崎医科大学附属病院、津山中央病

院、岡山赤十字病院）が認定されています。 県北で唯一の周産期母子医療セン

ターである当院の役割は、周辺地域の周産期医療の充実であり、産科合併症（妊

娠高血圧症候群、前置胎盤、分娩時大量出血など）、偶発合併症（糖尿病合併、高

血圧合併、膠原病合併など）あるいは社会的ハイリスク妊産婦に対応することで

あると考えております。最近社会的ハイリスク妊婦が増加しているような印象が

ありますが、当院では妊娠中あるいは入院中から行政と連携し、母児ともに健康

で過ごせるよう努めております。 

『県北の地域周産期母子医療センター』 

～NICU（新生児集中治療室）改築完了～ 

｣ 

津山中央病院 周産期センター長 

河原 義文 
専門領域 

・子宮頸癌、子宮体癌 

・卵巣癌等悪性腫瘍 

・良性腫瘍等婦人科一般 

・内視鏡手術（腹腔鏡手術、子宮鏡手術） 

・産科一般およびハイリスク妊娠管理 

専門医・指導医  
・日本産科婦人科学会専門医、指導医 

・日本産科婦人科学会卒後研修施設指導医 

・母体保護法指定医 

・日本周産期・新生児医学会専門医制度暫定指導医 



当院での分娩基準は、妊娠週数 30 週以降かつ推定児体重 1300g 以上と設定し

ております。この基準を満たさず分娩になりそうであれば、県南の基幹周産期母

子医療センターへ当院から搬送する場合もあります。また時には県南へ搬送した

妊婦が当院の基準を満たした状態になれば、当院に逆搬送されて県北での分娩が

できる場合もあります。 

 表 1 に示すように当院では、産科合併症・偶発合併症妊婦の割合はかなり多く、

早産数も 10％以上です。当院小児科では、“24 時間 365 日体制で新生児医療を支

えます”をモットーに、緊急時には、他施設に出張し分娩立会い、児の蘇生、新

生児搬送も行っております。表 2 でわかるように、院外分娩後搬送例のほとんど

は児体重が 2500g～4000g、出生在胎週数は 37～41 週と正期産でした。すなわ

ち問題が発生しそうな症例は、あらかじめ母体搬送していただいていると思いま

す。以上より当院は周産期センターとしての役割をある程度果たせているように

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の医療施設からのご紹介は“お断りしない”ことをモットーとしておりま

すが、当院のスタッフの数にも限りがあるため、リスクの低い場合には短期間自

院での経過観察をお願いする場合もございます。ご協力の程よろしくお願いいた

します。 

 

新 NICU 

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

総分娩数 226 197 186 173 201

母体搬送受入数 15 24 25 21 14
母体偶発合併症数 74 28 45 33 31
産科合併数 162 57 96 154 140
胎児異常症例数 0 1 0 0 3
極低出生体重児数 1 1 2 1 0
早産数 53 22 25 20 24
死産数 0 0 2 0 0
NICU入院数 215 152 145 153 154

周産期実績（表1）

出生体重別 総入院数
院外分娩後
搬送数

1000g未満 0 0

1000～1500g 3 0
1500～2000g 11 0
2000～2500g 36 2
2500～4000g 104 17
4000g以上 0 0

在胎週数別

23週以下 0 0

24～27週 0 0
28～31週 2 0
32～34週 3 0
35～36週 30 1
37～41週 119 18
42週以上 0 0

2022年NICU入院状況（表2）

新 GCU 



 

 

●CC セミナー（Web 併用のハイブリッド形式） 

講演 『 食道裂孔ヘルニアの病態と外科的治療 』 

・講師 救急外科診療部長 繁光 薫 先生 

・日時 2023 年 10 月 10 日（火）19：00～20：00 

・場所 津山中央病院 研修センター2F 講義室  

 

●エイズ対策研修会  ※日本専門医機構認定共通講習（感染） 

 講演 『 非“専門家”のための HIV 感染症との関わり方 』 
  ・講師 国立病院機構東埼玉病院 臨床研究部長 塚田 訓久 先生 

  ・日時 2023 年 10 月 13 日（金）17：45～19：15 

  ・場所 津山中央病院 健康管理センター3F 記念ホール 
 

●医療安全推進研修会  ※日本専門医機構認定共通講習（医療安全） 

 講演 『 院内自殺の予防・対策について 』 
  ・講師 津山中央病院 臨床心理士 林 明日香 先生 

  ・日時 2023 年 11 月 10 日（金）17：45～19：00 

  ・場所 津山中央病院 健康管理センター3F 記念ホール 
 

 

 

 

～紹介元医療機関からの予約について～ 

◆紹介予約は原則お電話ではなく、『紹介予約申込ＦＡＸ用紙』をご記入

の上、FAX にてお送りください。 
 

◆『紹介予約申込ＦＡＸ用紙』は FAX 前にチェック項目に漏れがないかを 

今一度ご確認いただきますようお願いいたします。 
 

◆来院当日は紹介状とお薬手帳をご持参いただきますようお願いいたします。 
 

 

お申し込み先 

津山中央病院 地域連携室  

●受付時間：平日 8：30～17：00 

（※整形外科、手外科は 16：00 まで） 

●FAX：（0868）-21-8201（直通） 

TEL：（0868）-21-8111（代表） 

 内線：3842・3843 

 

※時間外のお申し込みは、翌勤務日のお返事 

とさせていただきます。 

※土曜日･日曜日･祝日･12 月 31 日～1 月 3 日 

は受付を行っておりません。 

セミナー・講演会情報 

地域連携室からのお願い 


